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公益社団法人日本歯科衛生士会 

令和２年度 地域歯科衛生活動事業助成交付要項 

 

１ 目 的 

地域住民の歯科口腔保健の向上に関する事業をより一層推進するため、申請団体等の地

域歯科衛生活動に対して 30万円を上限として助成金を交付する。 

本助成は「歯科口腔保健の推進に関する法律」の制定・公布（平成 23 年８月 10 日）を

記念し、平成 24年度から実施する。 

  

２ 対象団体 

（１）「地域歯科衛生活動」事業を主催事業（共催等含む）として実施する都道府県歯科

衛生士会。 

（２）日本歯科衛生士会が指定する対象事業を、主催事業（共催等含む）として実施す

る団体または関係機関。 

 

３ 対象事業 

地域住民の歯及び口腔の健康づくり、生涯を通じた歯科疾患の予防、口腔機能の維持・

向上等、歯科口腔保健の推進に寄与する事業であること。 

事業項目は、次のいずれかに該当するものとする。 

（１）母子歯科保健に関する事業 

（２）学校歯科保健に関する事業 

（３）事業所歯科保健に関する事業 

（４）成人歯科保健に関する事業 

（５）障害(児)者歯科保健に関する事業 

（６）高齢者・要介護高齢者の歯科口腔保健に関する事業 

（７）食育推進に関する事業 

（８）多職種連携・協働による歯科口腔保健・口腔ケア推進事業 

（９）その他歯科口腔保健の推進に関する事業 

 

  留意事項 

（注１）事業の実施内容及び実施方法が他の地域においても応用できるものであり、 

かつ普遍性の高いものであること。 

（注２）同一事業の申請は３年を限度とする。 

（注３）事業の成果について、歯科衛生だより、会報等に報告できるものであること。 

（注４）事業の成果について、日本歯科衛生学会学術大会での発表、および学会雑誌への

論文投稿を目指すものであること。 

（注５）事業の実施にあたり、可能な限り、地方公共団体、歯科医師会、教育機関、関連

施設、関係団体等との連携協力が得られるものであること。 
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令和２年度の事業助成は 13 都道府県会から申請があり、審査委員会による審査の結果、

11都道府県会に助成金を交付しました。新型コロナウィルス感染症の影響により、やむな

く事業が中止、延期となるなど計画通りの実施が困難であったという会の報告もありまし

たが、令和２年度の実施報告をまとめましたので、今後の事業実施の参考にご覧願います。  

 

令和２年度 地域歯科衛生活動事業助成交付事業一覧 ※都道府県順に掲載 

事業実施期間：令和２年４月～令和３年２月 28日 

№ 都道府県会名    助成対象事業         実施事業名 助成交付支出 

1 北海道 

歯科衛生士会 

(1)母子歯科保健事業 子育て支援における口腔健康管理

に関する啓発事業 

0 円 

※事業実施困難 

2 青森県 

歯科衛生士会 

(1)母子歯科保健事業 保育園児、幼稚園児及び保護者対

象の歯科保健調査、普及啓発事業 

223,421 円 

※計画変更 

3 岩手県 

歯科衛生士会 

 

(8)他職種連携・協働によ

る歯科口腔保健・口腔ケ

ア推進事業   

地域ケア会議における多職種連携

推進研修事業 

300,000 円 

 

4 山形県 

歯科衛生士会 

 

(8)他職種連携・協働に

よる歯科口腔保健・口

腔ケア推進事業 

医療介護連携センター圏内におけ

る多職種連携・協働による口腔ケ

ア推進事業 

140,819 円 

※計画変更 

5 埼玉県 

歯科衛生士会 

 

(5)障害（児）者歯科 

 保健事業 

聴覚障がい者、ろう重複障がい 

者への口腔衛生指導および口腔 

機能向上支援事業（追跡調査） 

222,000 円 

6 新潟県 

歯科衛生士会 

 

(6)高齢者・要介護高齢 

者の歯科口腔保健事業 

認知症高齢者への歯科衛生士介入

による認知機能低下予防プロジェ

クト 

  60,810 円 

※計画変更 

7 兵庫県 

歯科衛生士会 

 

(4)成人歯科保健 

(6)高齢者・要介護高齢 

者の歯科口腔保健事業 

元気 100 歳を目指した口腔健康寿

命の延伸事業 人生の折り返し地

点、50 歳からのオーラルフレイル

予防 

300,000 円 

※計画変更 

8 奈良県 

歯科衛生士会 

(6)高齢者・要介護高齢 

者の歯科口腔保健事業 

高齢者の保健事業と介護予防の一

体的 実施に関する事業 

299,780 円 

９ 和歌山県 

歯科衛生士会 

(4)成人歯科保健事業 

 

糖尿病患者への歯周病改善に向け

た啓発事業 

290,000 円 

10 徳島県 

歯科衛生士会 

(9)その他歯科口腔保健

の推進事業 

歯科衛生士の離職防止・復職支援

システムの構築 

187,951 円 

※計画変更 

11 福岡県 

歯科衛生士会 

(6)高齢者・要介護高齢 

者の歯科口腔保健事業 

通いの場等で健康教育を行うため

の歯科衛生士活用システム構築 

300,000 円 

           計 2,324,781 円 

令和２年度 地域歯科衛生活動事業助成事業実施報告 
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№２ 青森県歯科衛生士会(継続２年目) 

１ 事業実施団体名 

 

主催 一般社団法人 青森県歯科衛生士会 

実施 田子、しんごう、上郷保育園、田子幼稚園 

協力歯科 乗上歯科医院、山口歯科医院 

２ 事  業  名 

 

保育園児、幼稚園児の保護者を対象とした歯科保健に関する調

査および普及啓発事業 

３ 実施回数、開催日等 ４施設でのアンケート調査実施、２回の親子学習会の開催 

４ 対象者および参加人数 アンケート調査対象者 204 人 

実施施設４か所、参加保護者等 795 人    

※新型コロナウイルス感染症の影響により計画変更あり 

５ 従 事 者 等 

 

延 25 人 

(実人数 歯科衛生士７人、歯科医師１人、その他 0 人) 

６ 事 業 概 要 

 

 

・保育園児、幼稚園児への歯科講話、歯みがき指導の実施 

・親子学習会の開催  

・保護者対象のアンケート調査の実施 

７ 

 

 

得られた効果 

 

 

 

・親子で指導を受けることで、家庭での歯みがき行動の意識づ

けの機会となった。 

・保護者学習会では、仕上げみがきの必要性、フロスの使用な

どの指導により、むし歯予防の理解が得られた。 

８ 今 後 の 課 題 

 

 

 

・指導を実施した地域は県内でも乳幼児のう蝕が多く、一部の

地域ではフッ化物塗布や洗口を実施しているものの、今後、う

蝕減少に向けた継続した指導の実施と、行政と歯科衛生士会の

連携が課題である。 

９ 【添付資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園での指導の様子 

令和２年度 地域歯科衛生活動事業助成交付事業報告 
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№３ 岩手県歯科衛生士会(新規 継続) 

１ 事業実施団体名 

(共催団体名) 

主催  一般社団法人 岩手県歯科衛生士会 

 

２ 事  業  名 地域ケア会議における多職種連携推進研修事業 

３ 実施回数、開催日等 １日 令和２年１１月１日(日) 10 時～15 時 

 いわて県民情報センター「アイーナ」 

４ 対象者および参加人数 参加者 52 人 

(内訳 歯科衛生士 27 人、その他職種計 25 人)   

５ 従 事 者 数 等 延 28 人 

６ 事 業 概 要 

 

 

 

研修会の開催 

講 師 菅野洋子氏(福島県歯科衛生士会) 

助言者 栄養士会、薬剤師会、理学療法士会、作業療法士会 

高齢者ケアに携わる管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言 

語聴覚士、歯科衛生士を対象に研修会を開催し、高齢者の自立 

支援と要介護者の重度化防止に向けた「運動と口腔」「栄養と 

口腔」についての情報共有。 

７ 

 

 

得られた効果 

 

 

地域ケア会議は運動機能向上についての助言が中心になるこ 

とが多いが、多職種合同の研修会を実施することで、食べる機 

能の維持、口腔衛生管理の重要性について理解が得られた。 

８ 今 後 の 課 題 

 

地域包括支援センターでは職員が事前に把握した事例に関係 

する専門職を選定していることがあり、口腔が問題とするケー 

スが少ない状況である。すべての地域ケア会議に歯科衛生士が 

参画し、専門性が発揮できるようなアプローチを行うこと。 

９ 【添付資料】 

 

 

  

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会の様子 多職種でのグループワーク 
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№３ 山形県歯科衛生士会(継続２年目) 

１ 事業実施団体名 

(共催団体名) 

主催 一般社団法人 山形県歯科衛生士会 

 

２ 事  業  名 

 

医療介護連携センター圏内における他職種連携・協働による 

口腔ケア推進事業 

３ 実施回数、開催日等 

 

高齢者施設３か所 15 日間 

※歯科衛生士が施設に訪問して指導を実施したが、訪問中止と

なった施設もあった。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、計画変更あり。 

４ 対象者および参加人数 施設利用の高齢者 122 人 

    

５ 従 事 者 数 等 

 

延 29 人 (実人数 歯科衛生士８人) 

６ 事 業 概 要 

 

 

 

・昨年度からの継続及び新規の歯科衛生士８名が、３圏域内の

各高齢者施設３か所(特養、養護老人ホーム、サービス付高

齢者住宅)に訪問し、利用者への指導を行うとともに、施設

職員への技術支援を実施した。 

７ 

 

 

得られた効果 

 

 

 

・令和２年度の継続事業として令和３年度も実施できたこと

により、施設職員への研修会実施の効果について把握がで

き、問題点や課題が得られた。 

・施設では、直接に歯科衛生士の手技を見学することにより、

手ごたえを感じた。担当の歯科衛生士も資質向上の必要性 

や対応可能な人数の増加の必要性が感じられた。 

８ 今 後 の 課 題 

 

 

 

今回、事業対象の医療介護連携センターでの取り組みは他職種 

との連携が欠かせないが、勤務する歯科衛生士が少ない地域で 

あり、確保が課題。また、口腔ケアが施設職員の負担にならな 

いよう工夫も必要である。 

今後、歯科衛生士の育成を目的とした研修会等の開催を行って 

いく。 

９ 【写真など添付資料】 
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№５ 埼玉県歯科衛生士会(継続２年目) 

１ 事業実施団体名 

(共催団体名) 

主催 公益社団法人 埼玉県歯科衛生士会  

 

２ 事  業  名 

 

聴覚障がい者、ろう重複障がい者への口腔衛生指導および口腔 

機能向上を目的とした支援事業 

３ 実施回数、開催日等 １施設 さいたま市地域活動センター「春里どんぐりの家」 

３日間実施      

４ 対象者および参加人数 施設利用の障がい者 32 人   

  

５ 従 事 者 数 等 

 

延 17 人  

(歯科衛生士 15 人、歯科医師２人) 

６ 事 業 概 要 

 

 

 

さいたま市地域活動センター春里どんぐりの家の利用者 

22 名を対象に指導を実施。 

全体指導は zoom を活用して口腔体操を実施した。 

また、個別指導では口腔内の観察、歯ブラシのチェック、ムー

カスを使用した口腔乾燥のチェックを行った。 

７ 

 

 

得られた効果 

 

 

 

2014 年度から実施しているので、活動が定着してきた。 

歯科指導や歯科検診で利用者の拒否が見られなくなった。 

さらに、施設職員に適切な助言を行うことができ、口腔ケア 

への理解が深まり、習慣化につながった。 

８ 今 後 の 課 題 

 

・毎日活用できる口腔機能低下を防止するためのプログラム

の作成。 

・歯科受診の必要性への理解を図るためのアプローチ方法。 

 【添付資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設での指導の様子 
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№６ 新潟県歯科衛生士会(継続３年目) 

１ 事業実施団体名 

(共催団体名) 

主催 一般社団法人 新潟県歯科衛生士会 

 

２ 事  業  名 

 

認知症高齢者への歯科衛生士介入による認知機能低下予防 

プロジェクト 

３ 実施回数、開催日等 10 日間  新潟県歯科衛生士会で作業実施 

打ち合わせは web で実施  

※web での開催など計画変更あり     

４ 対象者および参加人数 歯科衛生士４人    

５ 従 事 者 数 等 延 21 人(歯科衛生士 20 人、認知症上級ケア専門士 1 名) 

６ 事 業 概 要 

 

 

平成 29 年度、30 年度の 2 年間、本事業助成で取り組んだ 

内容をまとめ、「認知症高齢者の口腔健康管理マニュアル」を

作成した。 

７ 

 

 

得られた効果 

 

 

認知機能低下予防のための口腔健康管理ツールを作成した 

今後は、認知症地域支援推進員や地域住民と協働で、認知症の 

支援体制の整備、歯と口の健康づくりの推進に向け、活動する。 

８ 今 後 の 課 題 

 

歯科衛生士が認知症高齢者に関わる場面が増加すると考えら 

れるが、認知機能低下予防を目的とした口腔健康管理の実践を 

通してニーズに応えるための歯科衛生士のスキルアップの継 

続と拡大。 

９ 【添付資料】 
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№７ 兵庫県歯科衛生士会(新規 単年度) 

１ 事業実施団体名 

(共催団体名) 

主催 公益社団法人 兵庫県歯科衛生士会 

 

２ 事  業  名 

 

元気 100 歳を目指した口腔健康寿命の延伸事業 

～人生の折り返し地点、50 歳からのオーラルフレイル予防～ 

３ 実施回数、開催日等 特定健診会場 １か所 ３日間 

フレイル対策研修会  １回  

※新型コロナウイルス感染症の影響により、計画変更あり。 

４ 対象者および参加人数 特定健診会場参加者 141 人 

研修会出席者 60 人 

５ 従 事 者 数 等 延４人 (歯科衛生士) 

６ 事 業 概 要 

 

 

・65 歳までの成人を対象としたオーラルフレイル予防リーフ

レット、パネルの作成 

・フレイル対策研修会の開催 

・特定健診受診者のうち希望者に指導実施 

７ 

 

 

得られた効果 

 

 

・特定健診受診者に実施した指導では、オーラルフレイル 

 への理解が深まり、知識の普及の機会となった。 

・フレイル対策研修会ではパネル展示も行い、効果的に開催で

きた。また、リーフレットが 65 歳までを対象にした内容で

あり、早期にオーラルフレイルに取り組む機会となった。 

８ 今 後 の 課 題 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントや集団での

指導の機会が減少し、リーフレット、パネルの効果的な活用が 

難しい状況となった。 

 【添付資料】リーフレット 
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№８ 奈良県歯科衛生士会(新規 単年度) 

１ 事業実施団体名 

(共催団体名) 

主催 一般社団法人 奈良県歯科衛生士会 

 

２ 事  業  名 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に関する事業 

３ 実施回数、開催日等 研修会 １日 

地域ケア会議 18 日 

高齢者の通いの場 ２か所      

４ 対象者および参加人数 研修会 22 人 

地域ケア会議 18 人 

高齢者の通いの場 ２人   

５ 従 事 者 数 等 延 41 人 (歯科衛生士 40 人、作業療法士１人) 

６ 事 業 概 要 

 

 

・歯科衛生士対象の人材育成研修会の開催 １回 

・オーラルフレイル予防用チラシの作成 

・通いの場や在宅等のアウトリーチ用の媒体制作 

７ 

 

 

得られた効果 

 

 

・研修実施後のアンケートによると、地域ケア会議を含め 

地域包括ケアの興味や知識習得を目的に参加した歯科衛生

士が多いことが把握できた。 

・オーラルフレイル予防用チラシの作成により、他職種が保険

者に情報を伝えやすくなった。 

８ 今 後 の 課 題 

 

・高齢者や多職種に歯科保健の理解を深めるための情報提供。 

・在宅歯科連携室やかかりつけ歯科医など地域の歯科医院と

のつながりの強化。 

 【添付資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成媒体 

避難グッズと袋の中身 

資料集 
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№９ 和歌山県歯科衛生士会(新規 単年度) 

１ 事業実施団体名 

(共催団体名) 

主催 一般社団法人 和歌山県歯科衛生士会 

 

２ 事  業  名 糖尿病患者への歯周病改善に向けた啓発事業 

３ 実施回数、開催日等 歯科衛生士研修会 １日 

実態調査アンケート 578 枚配布 回収 33 枚      

４ 対象者および参加人数 研修会 48 人 

５ 従 事 者 数 等 延 15 人 (歯科衛生士 15 人) 

６ 事 業 概 要 

 

 

・歯科衛生士研修会の開催 

・実態調査アンケート ２か所 

・糖尿病予防リーフレット及びポスターの作成と配布 

７ 

 

 

得られた効果 

 

 

・糖尿病患者、他医療職に糖尿病と歯周病の関係を周知する 

機会となった。 

・実態調査を実施することで、認定歯科衛生士の認知度が 

 低い状況を把握できた。 

８ 今 後 の 課 題 

 

・糖尿病患者の定期的なかかりつけ歯科医への受診状況の変

化についての確認方法。 

・アンケート回収率の増加方法の検討 

 【添付資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成ポスター 

避難グッズと袋の中身 

作成リーフレット

ポスター 
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0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

その他
職場全体で新人育成を行う為の負担が少ない

新人の育成について情報共有できる
育成項目の優先順位を考えやすい

新人の成長が確認できる
スタッフ間のコミュニケーションが増える

育成プランをたてやすい
やるべきことを視える化できた

目標を設定しやすい

（人）

育成プロセス冊子を活用してよかった点(ｱﾝｹｰﾄ結果より）

№10 徳島県歯科衛生士会(継続２年目) 

１ 事業実施団体名 

(共催団体名) 

主催 一般社団法人 徳島県歯科衛生士会 

(協力団体：徳島県歯科医師会、徳島歯科学院専門学校 

四国歯科衛生士学院専門学校、専門学校穴吹カレッジ) 

２ 事  業  名 徳島県における歯科衛生士離職防止・復職支援システムの構築 

３ 実施回数、開催日等 新人歯科衛生士 web 研修会の開催 ２回  

※新型コロナウイルス感染症の影響により、計画変更あり 

４ 対象者および参加人数 新人歯科衛生士のアンケート調査対象者 46 人  

web 研修会参加 ２回 91 人    

５ 従 事 者 数 等 延５人 (歯科衛生士)   

６ 事 業 概 要 

 

 

・新人歯科衛生士の悩みや不安についてのアンケート調査実施 

・日本歯科衛生士会作成の「歯科診療所等における新人歯科衛生

士等の育成プロセス」の配布と使用後のアンケート調査実施 

・新人歯科衛生士対象の web 研修会の開催 

７ 

 

 

得られた効果 

 

 

・新人歯科衛生士のアンケート調査結果から、離職の理由や希望

する研修会の内容について把握できた 

・新人歯科衛生士等の育成プロセス冊子活用状況が把握できた 

・web 研修会となったが多数の参加があった 

８ 今 後 の 課 題 

 

コロナ禍の影響を受け、新人歯科衛生士は十分な実習ができない 

まま卒業し勤務している状況であり、今後は実習を伴う研修会の

開催を増やし離職防止に努めたい 

 【添付資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「つながるライン」研修会の周知方法に導入 レントゲン読影研修会資料の一部 
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№11 福岡県歯科衛生士会(継続 新規) 

１ 事業実施団体名 

(共催団体名) 

主催 一般社団法人 福岡県歯科衛生士会 

共催 一般社団法人 福岡県歯科医師会 

２ 事  業  名 高齢者のオーラルフレイル予防事業 

３ 実施回数、開催日等 歯科衛生士研修会の開催４か所  

歯科保健指導 ２回 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、計画変更あり。  

４ 対象者および参加人数 計 165 人   歯科保健指導参加者数 ２回 30 人 

       介護予防研修会の開催    74 人 

       歯科衛生士研修会の開催   61 人 

５ 従 事 者 数 等 延９人 (歯科衛生士８人、歯科医師１人)   

６ 事 業 概 要 

 

 

歯科保健指導の媒体作成及びホームページに掲載 

・テキスト「歯ミング教室」、「歯科衛生士実践マニュアル」 

・市町村活用として、オーラルフレイル予防テキスト作成 

・歯科保健指導の実施 

・歯科衛生士対象のマニュアル活用などの研修会の開催 

７ 

 

 

得られた効果 

 

 

・テキスト、マニュアルを作成し、ホームページに掲載すること

により、また歯科衛生士へのマニュアル活用研修会を開催した

ことで、多くの歯科衛生士がオーラルフレイルの指導を担当す

ることができた。 

・歯科医師会と共催により、市町村にもテキストを配布でき 

 普及啓発が幅広く行えた。 

８ 今 後 の 課 題 

 

オーラルフレイル予防に関する歯科保健指導が行える歯科衛生 

士の確保と、歯科医師会及び市町村との連携。 

 【添付資料】テキスト、マニュアルの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループワーク 
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